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これに違反

すると『一
年以下の懲役 、
も

しくは柿語 、
または二十万円

以下の納金
という厳しい説

一
定だ。
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現在 、
八十万二千五百人

－

一（五十七年末〉
の凌録者がい

富一
外歯人
妻の際に義務づけ
国市長会
主
筆
菱
総会一
外国人安
警に指紋制度が一るが 、
その八割を超す六十七

f一られている指紋押なつを
「人一で「指紋制度廃些
の
要一酬を一導入されたのは二十七年。
戦一万人が線問 、
朝鮮人。
日本の

一
位佼容だ」
として拒否した京一也子必ずるなど 、
在日外国人の一
後の混乱期で不法入国者が多一外国人登録制度は発足の経総

一
語
翠大の金明観講師（一三が
人権問題が新たにクローズア一く 、
証明答の写真を張り替え一からして 、
純国 、
朝鮮人の不

一今月五日 、
京都府答に逮捕一ップ3れている。
しかし 、
法一て使うのを防ぐためと説明さ一法入国のチェック 、
管理に力

一（七日に処分保留で釈放）
さ一務省は指紋制度を廃止す
る考一れたが 、
反対もあり 、
スタl一点が低かれてきたのが特徴

一れた。
現在 、
全向に一一一十二人一えはなく 、
むしろ屯算機本語一トしたのは三十年から 。
一だ。

一の指紋押なつ拒否者がいる一入 、
外同人の管理手強化する一
同法では 、
十六滋以上で
二
押なつ綴否必に在日特例 、

一が 、
法捕は前例がなく 、
在日一
察組問だ。
わが国が国際的に開一
年以上日本に夜印加する
外閑人一朝鮮人が多いのもこうした背

－外圃人に与えた衝蛾は大き一かれた社会を目指しているだ一
は居留地の市町村に致録 、
五一
家乙
鋸簡係ではない。
今度、

ぃ 。

一けに 、
外同人政策の在り方が一
年に一回の更新時に 、
原則と一
逮捕された金講師は
「何人も

十四日 、
東京で聞かれた全一
改めて問われている 。

一
して＋華人さし指の指紋を抑一他人の指を汚
す保利はない。
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阪地方本部民生部長（回大）も

ロ」アノ

教師志箆の娘の指に

川聞いインクが猿られ 、
心にい

やし鍵い俗が残ると思っと 、

絶対に制押させたくない」
と断酬

を公らせる 。
わが同は五十四年に
国際人

権鋭約を批准しており 、
指紋

制度は「何人も非人道的
も

しくは品位を傷つけられる取

り扱いを受けない」
という人

指条項に触れる 、
とい
う島心見

が
掌告の間でも多い 。

これに対し 、
法務省の
亀井

船泌

登録議長は
示法入国者

がいるという現実の中で 、
外

同人の同一人性を政必ずるに

は指紋がベスト」
と同制度を

維持していく機えだ 。

法務省が

指紋制度に悶執す 第五rh損益Ldf－d言
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があるからだ 。

同省は昨年十月 、
外国人笠

録法
を改正 、
吏新期間を一一一年

から五年に延長するなど手続

きの簡濃化をす
る半街 、
史新

時には省略されていた
舟紋似

紙への押なつ
を復活。
法務省

自らが
指紋の
静認ができるよ

うにした 。
来年一月からは 、

景録記録そ
匂算機に入力 、
テ

スト運用する
予定で 、
外国人

の管理に本格的に乗り出した

印象が強い 。
民固などは「在
F時間人 、

朝鮮人の日本への同化が進

み 、
二位 、＝一世が行っている

中で 、
法務省の外同人政策の

力点が不法入同釘のチェッ

ク 、
排除か
ら同化
政策の中で

の管理に修り始めた」
と弊戒

している。

、1ノ回一
去る六月 、
中ソ両社会主義
表大会常務餐員長 、
越繁陽・
の劉少奇時代の国家主席とは
は 、
今回の全人代で実務の中
ることができょう 。

公安問題を処理
できないこ

剣一大閣は 、
それぞれに新しい政
国務院総理 、
軍は 、
党と国家
異なって 、
軍の統帥権も 、
政
絡を担った隊否顕（大会秘お
こうして見てくると 、
今回
え
口 、従来の公安系統は 、

〈一
治体制を形成しおわった 。
中
の両軍事警以会の主席に鄭小
治の最高リーダーシップもも
長） 、
偽尚昆（全
人代常務委
の新しい政治体制は 、
昨年九
段実
謝富治、
撃闘銭 、
在来

旧一ソ接冠という閤際政治の新し
平が就くという中閣の新しい
たない
形式的な元首にしかす
秘窃長）
らが旧突権派のなか
月の中国共産党務十二回大会
興ら文革派毛沢東グループが

即一い潮流
突きく
聖はじめて
審
議
案月の笠ハ
霊園
ぎず 、
このようなポストに
での名うての中堅であるこ
が形成した野小平H
躍
霊
鋸っていただけに 、
景
T

7一いるだけに 、
中ソ雨闘の教治

人民代表大会
は 、
ね健派の長考
李先念氏
と 、
初紅邦 、
万虫 、
現仲
勲
滋忽各位独裁体制を落盤と
餅締邦指導部としては 、
自前

洋一の方向が大いに注目されると

情リR
第一回会滋で
がもっともふさわしい人材な
節感立らいずれも旧突m派の
していることが歴然とする。
の新しい機関そ必裂としたこ

刷一
急であるが 、
ソ速の場合に

羽市川建足したの
で
のである 。

党中失望
書記たちが
星
しかも 、
そのさつな鼠小平
と 、
回 、
嗣内のみな
字 、
海

眠一は 、
予想されたとおり 、
アン
命制
拘

H胡錨邦体
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で国家安全
GBを擁するようになったの

五雑に権力が分散しているか

時刻喧
めった。

それでは 、
今日の中閣の政
しく活臨していること 、
今回
省という
妻・公安機構が新
であり 、
この点で 、
ソ速の政

一のようである 。
毛沢東 、
務国
一
羽到唱

しかし 、
右
治権力は 、
どのように特徴づ
の全人代の閉幕に当たって
役されたことである 。
鼠家安
治体質に
きわめて近似しつつ

一
銭時代の権力集中の弊容に者

のような政治
けるべきか 。
私は 、
郷小平
も 、
鄭小半が李先品高
彰真、
全然の設立理由としては 、
あるといえよう 。

一しんできた今日の中臨の指導
体制手集団指導捌とか五頭体
・院政・
に近い状況での鄭小節穎趨ら
の長老手引キ通れて
村 、従来の
治安・公安組織が
中間はこうして 、
内政・外

〉一考の考え方が反映3れている
制による椛カの分散だ
と見る
平H胡澗
邦体制 、
つまり 、
ま
登喝したこ
長
叶郷小平文
ダテ訓りのバラバラ必機構
交の両面でかなりこわもての

はい一といえよう。
つまり 、
き胡
ことには 、
大
芸
撃があ
ぎれもない

党官護

法制だ
きの
賀行による

訴小意
で 、
いわゆる開

政体制下で綴
厳しい
政策をとりはじめるの

鑓邦・
総俗況 、
政は
率先念・
る。
そもそも 、
罪行の
新愈法
と見なしている 。

想＠
の
持及がいよいよ開始さ
発するC
命事件～
ハイジャッ
ではなかろうか 。

園芸$崎
彰拝金国人民代
に
蔓Jく

国家主席は 、
かつて
このよう

な中間政治の特質
れたことー
などによっても知
ク 、
スパイ
が件などの
治安・

（
点点外現実
教授）

鄧＝胡手動の官僚独裁　信濃毎日新聞-1983.07.22




